
    
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
で
す
。 

お
盆
の
期
間
中
、
ご
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
食
料
を
集
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
出
資
品

は
お
寺
が
ま
と
め
て

NPO
団
体

に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

出
資
品
は
、 

八
月
十
三
日
～
十
五
日 

法
蔵
寺
寺
務
所
に
直
接 

八
月
十
六
日 

境
内
の
テ
ン
ト 

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
別
紙
を
ご
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

    

法
蔵
寺
は
、
住
職
交
代
以
降

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
恒
例

行
事
を
す
べ
て
、
縮
小
開
催
、

ま
た
は
参
列
者
な
し
で
の
開
催

で
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

今
年
五
月

に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
分

類
の
変
更
が

あ
り
、
本
年
お
盆
よ
り
感
染
症

拡
大
以
前
の
様
式
に
て
行
事
を

再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
感
染
対
策
は
引
き
続

き
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

行
事
ご
と
に
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
、

ご
参
列
く
だ
さ
い
。 

 

合
掌 
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フ
ー
ド
バ
ン
ク 

今
年
も
開
催
し
ま
す
！ 

 

こ
れ
か
ら
の
予
定 

八
月 

 

十
三
日
～
十
五
日 

お
盆
（
ご
案
内
は
別
紙
に
て
） 

十
六
日 

午
前
十
一
時
～ 

大
施
餓
鬼
会
（
総
代
・
初
盆
の
方
参
列
） 

 
 
 
 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

施
餓
鬼
塔
婆
受
け
渡
し 

九
月 

 

九
日
（
土
） 

午
後
一
時
～ 

健
康
講
演
会
（
ア
ト
ピ
ー
） 

 
 

 
 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア
ト
ピ
ー
性
喘
息
の
漢
方
治
療
を

説
明
し
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
肌
ケ
ア
の
や
り
方
も
講
師
を
招

い
て
実
践
し
ま
す
。
（
参
加
無
料
・
法
蔵
寺
客
殿
・
お
盆

に
お
渡
し
す
る
別
紙
参
照
） 

十
七
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
～ 

彼
岸
法
要 

（
総
代
・
初
彼
岸
の
方
参
列
） 

※

初
彼
岸
の
方
に
は
別
に
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。 

十
月 

 

十
五
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
～ 

秋
の
雅
楽
演
奏
会
（
無
料
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月 

 

五
日
～
十
五
日 

法
蔵
寺
十
日
十
夜
（
お
十
夜
） 

十
二
日
（
日
） 
お
十
夜
大
法
要
（
受
付
：
境
内
テ
ン
ト
） 

行
事
が
通
常
開
催

に
な
り
ま
す
。 

法      蔵            ４ 

http://www.nikko-hozoji.jp/
http://www.nikko-hozoji.jp/

